




























要約:乳幼児期にどのような生活態様をとることがその後の保健行動、健康状態に影響す

るのかを明らかにするため、自記式調査票を用いて小学校低学年、高学年、中学 2年生と

その保護者に対し、岐阜県 K村においてパイロットスタディーを施行した。

対象 A児童生徒(1)小学生でも健康不安や神経症傾向をもつ者か少数いる。(2)辛くてがま

んできないようなことや病気の際には家族を頼りにする者が多く、学校や医療機関を解決

のための資源と考える者は少なかった。(3)小学生でも健康問題への対処行動が自己決定

できる者がいる。(4)歯磨き、予防接種については学校教育の成果か、肯定的積極的であ

るが、運動.喫煙については意見が分かれた。(5)高齢者を肯定的に受け入れる者が多かっ

た。これは、パイロットスタディー施行地で 3世代同居の家庭か多く、身近に高齢者がい

るためであろう。対して障害者についてはとまどいがみられた。(6)児童生後から得られ

た情報と保護者から得た生育歴の情報との関係はサンプル数の少なさと、回答かほぼ同一

となる設問も多く、統計学的に有意な所見は得られなかった。

対象 B保護者(1)紙おむつ、屋外での遊び、集団遊びについて時代と共に変化かみられた。

(2)父親の育児への参加は時代と共に増えている。(3)しつけの方法や考え方については、

一定の傾向をあきらかにすることかできなかった。

今後の課題本調査では小学 2 年生、5年生、中学 2 年生を対象にサンプル数を合計 900 組

とし、実施し、回収、解析中である。あらたに保護者の病気対処行動や保健行動を児童生

徒と同じ質問により、あきらかにすることにした。


